
令和３年度 国立若狭湾青少年自然の家 教育事業 

 「ぼくらは勇者だ！わかさわんキッズ冒険隊」（Ｒ３.７.２２（木）～７.２３（金）） 

◆目的 

・若狭湾の自然で思い切り遊んだり、

生活したりすることを通して、自身

と海とのコミュニケーション能力を

醸成する。 

・自然の中での様々なチャレンジを通

して、自信を付ける。 

 

  

◆参加実績 

小学１年生～３年生（２０名） 

１年生 ６名（男３ 女３） 

２年生 ６名（男３ 女３） 

３年生 ８名（男４ 女４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆プログラム<１日目> 

① 受付 

② はじまりのつどい 

③ アイスブレイク 

④ 昼食（トビーのレストラン） 

⑤ 海遊び 

⑥ 夕食 

⑦ ナイトハイク 

⑧ 入浴・就寝 

 

◆プログラム<２日目> 

① 朝食作り（カートンドッグ） 

② スノーケリング 

③ 昼食 

④ おわりのつどい 



◆成果 

 ・海の面白さを知り、海に積極的にかかわり時間いっぱいまで遊ぶことができた。 

 ・事業後の日常生活においても、手伝いを進んでするなどの変化が見られた。 

 ・名古屋 ECO 海洋動物専門学校の白井先生と連携することで、子供たちは多くの海の生き物に出会い、

特徴や生態を知ることができた。 

 ・自分のことは自分でしたり、少し難しいことにチャレンジしたりする姿が多くみられた。 

 

◆参加者の声 

 ・飛び込み台から飛び込みができるようになった。 

 ・かにをみんなで捕まえたことが楽しかった。 

 ・生き物がたくさんとれて楽しかった。 

 ・バディーを組むことで安全に遊べることが分かった。 

 ・海で足のつかないところまで行けたことがうれしかった。 

 ・みんなで話し合って上手に布団がひけた。 

 ・みんなと協力してカートンドッグが作れた。 

 

◆保護者の声（保護者アンケート） 

 ・今まで親がいないと、親の実家にも泊まることができませんでしたが、

キャンプで１泊できたことが自信につながったようで、翌日、自分から

泊まりに行きたいといいはじめ、一人で宿泊することができました。 

・初めての参加で親として心配することもありましたが、帰宅した息子は

「もっとみんなと一緒にいたかった」と泣いていました。 

・１人で参加したことに自信がついたようです。自分のしたいことが、

「誰かがいるならする」から「したいことをする」に変わりました。 

・今回のスノーケリングで見つけた生き物をさっそく図鑑で探して、家

族に説明してくれました。 

 

◆事業運営のツボ・工夫・反省 

 ・海とのコミュニケーションを多く図れるよう、海遊びからスノーケ

リングというスローステップの流れでプログラム構成を考えた。 

 ・低学年ということから時間に余裕を持ったプログラムにした。 

 ・熱中症対策として水分の準備を入念に行い、こまめな休憩をとるよ

うにした。 

 ・ボランティアとの打ち合わせで、事業の意図やポイントを共通理解

した上で当日を迎えた。 

・自立の観点からできるだけ自分のことは自分でやり切るような声か

けをした。 

 

 


